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小
池
百
合
子
都
知
事
は
7
月

31
日
、高
濃
度
の
汚
染
が
残
り
、

都
の
汚
染
対
策
が
失
敗
し
た
ま

ま
の
豊
洲
新
市
場
を
「
安
全
・

安
心
な
市
場
」
と
表
明
し
翌
8

月
1
日
、
開
場
に
む
け
て
農
林

水
産
相
に
認
可
申
請
。
市
場
業

者
の
合
意
も
得
な
い
ま
ま
、
10

月
11
日
に
豊
洲
新
市
場
開
場
強

行
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
一
方
的
な
表
明
と

認
可
申
請
に
も
と
づ
き
農
林
水

産
省
は
9
月
10
日
、
豊
洲
新
市

場
の
開
場
を
認
可
し
、
都
中
央

卸
売
市
場
の
村
松
明
典
市
場
長

に
斎
藤
健
農
水
相
の
認
可
書
を

交
付
し
ま
し
た
。
業
者
の
願
い

と
食
の
安
全
・
安
心
へ
の
不
安

の
声
を
無
視
し
た
暴
挙
に
激
し

い
怒
り
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま

す
。マ

ス
コ
ミ
の
世
論
調
査
（
8

月
1
日
朝
日
新
聞
な
ど
）で
も
、

豊
洲
新
市
場
へ
の
不
安
の
声
は

根
強
く
、
小
池
知
事
の
「
安
全

宣
言
」
は
、
非
科
学
的
で
あ
り

「
都
民
・
業
者
不
在
」
で
す
。

「
豊
洲
安
全
宣
言
」
と
開
場

強
行
、
�
食
の
安
全
・
安
心
を

守
れ
�
�
こ
れ
で
い
い
の
か
豊

洲
新
市
場
移
転
、
築
地
市
場
を

守
れ
！
�
の
声
が
一
斉
に
あ
が

っ
て
い
ま
し
た
。

◇

◇

◇

東
京
都
が
都
民
や
市
場
関
係

者
の
疑
問
を
押
し
切
っ
て
、
築

地
市
場
（
中
央
区
）
の
豊
洲
新

市
場
（
江
東
区
、
東
京
ガ
ス
工

場
跡
地
）
へ
の
移
転
を
10
月
に

強
行
し
て
い
る
の
に
対
し
8
月

28
日
、
豊
洲
移
転
と
食
の
安
全

・
安
心
に
つ
い
て
考
え
る
学
習

会
が
都
内
で
開
か
れ
、
1
0
0

人
余
が
参
加
し
ま
し
た
。
日
本

消
費
者
連
盟
が
主
催
。

纐
纈
（
こ
う
け
つ
）
美
千
世

・
同
連
盟
事
務
局
長
は
「
豊
洲

移
転
で
食
の
安
全
・
安
心
が
本

当
に
守
れ
る
の
か
、
今
こ
そ
改

め
て
問
い
直
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。

講
演
し
た
中
澤
誠
・
全
労
連

東
京
中
央
市
場
労
働
組
合
委
員

長
は
「
豊
洲
新
市
場
に
は
、
交

通
が
不
便
、
床
の
耐
荷
重
不
足

な
ど
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。

仲
卸
業
者
ら
の
質
問
に
も
ま
と

も
に
答
え
ず
、
10
月
移
転
を
強

行
は
極
め
て
乱
暴
。
築
地
市
場

を
絶
対
壊
し
て
は
い
け
な
い
」

と
訴
え
ま
し
た
。

本
間
慎
・
東
京
農
工
大
名
誉

教
授
、
フ
エ
リ
ス
女
学
院
大
学

元
学
長
は
「
環
境
基
準
の
4
万

3
0
0
0
倍
の
ベ
ン
ゼ
ン
が
検

出
さ
れ
た
現
実
を
直
視
す
る
な

ら
、
移
転
中
止
を
求
め
る
の
が

科
学
者
の
取
る
べ
き
態
度
だ
」

と
、
移
転
を
追
認
し
た
と
の
専

門
家
会
議
を
批
判
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
相
次
ぎ
発
言
。

築
地
仲
卸
業
者
で
つ
く
る
「
築

地
女
将
（
お
か
み
）
さ
ん
会
」

の
山
口
タ
イ
会
長
は
「
豊
洲
は

う
そ
と
隠
ぺ
い
と
ご
ま
か
し
で

で
き
た
市
場
。
ど
ん
な
こ
と
が

あ
っ
て
も
築
地
を
守
り
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

池
上
幸
江
・
大
妻
女
子
大
学

名
誉
教
授
、宇
都
宮
健
児
・
日
弁

連
元
会
長
、
あ
ぜ
上
三
和
子
都

議
会
議
員
・
日
本
共
産
党
も
発

言
し
、
豊
洲
新
市
場
の
問
題
点

が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

これでいいのか豊洲新市場移転、食の安全・安心
を考える学習会＝2018．8．28・飯田橋

関
東
大
震
災
か
ら
95
年
。
い

ま
、
日
本
列
島
は
地
震
の
�
再

活
動
期
�
に
入
り
、
阪
神
淡
路

大
震
災
・
新
潟
中
越
地
震
・
東

日
本
大
震
災
、
そ
し
て
熊
本
地

震
と
四
半
世
紀
の
う
ち
に
震
度

7
規
模
の
地
震
が
相
次
い
で
発

生
し
ま
し
た
。

メ
モ
リ
ア
ル
シ
ン
ポ
を
開
催

す
る
二
日
前
の
9
月
6
日
未
明

に
は
、
北
海
道
胆
振
中
東
部
を

震
源
と
す
る
震
度
7
の
「
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
」
が
発
生
し

ま
し
た
。
熊
本
地
震
と
今
年
の

大
阪
北
部
地
震
は
都
市
直
下
の

地
震
と
し
て
、
巨
大
都
市
・
東

京
に
生
活
す
る
私
た
ち
に
大
き

な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

2
0
1
8
年
の
関
東
大
震
災

メ
モ
リ
ア
ル
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
9
月
8
日
（
土
）
豊
島
区

・
大
塚
で
、
都
市
問
題
の
専
門

家
で
あ
る
岩
見
良
太
郎
埼
玉
大

学
名
誉
教
授
を
招
き
、
石
原
知

事
以
降
の
歴
代
都
知
事
の
も
と

で
す
す
め
ら
れ
る
東
京
大
改
造

と
そ
の
も
と
で
脆
弱
性
を
強
め

て
い
る
首
都
東
京
の
防
災
に
つ

い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
は
、
革
新
都
政
を
つ
く
る

会
、
東
京
災
害
対
策
連
絡
会
、

参
加
は
50
人
。

岩
見
氏
は
、
「
災
害
復
興
に

あ
た
っ
て
、
誰
の
利
益
を
優
先

さ
せ
る
か
」
に
よ
っ
て
都
市
改

造
の
あ
り
方
が
決
ま
る
。
「
危

険
な
羽
田
増
便
―
都
心
ル
ー

ト
」
「
液
状
化
連
鎖
災
害
が
怖

い
臨
海
部
」
「
高
層
化
で
高
ま

る
災
害
リ
ス
ク
」
「
大
深
度
地

下
―
想
定
外
の
危
険
も
」
災
害

リ
ス
ク
を
高
め
る
東
京
大
改
造

―
空
、
海
、
地
上
、
地
下
が
危

な
い
。
東
京
都
の
防
災
ま
ち
づ

く
り
政
策
は
、
道
路
整
備
・
都

市
再
開
発
優
先
の
不
燃
化
特
区

で
あ
り
、
最
重
視
さ
れ
る
べ
き

は
「
公
的
住
宅
の
供
給
」
「
建

て
替
え
助
成
の
拡
充
」で
あ
る
。

「
災
害
列
島
、
災
害
大
国
」
と

災
害
が
差
し
迫
っ
て
い
る
。
防

災
の
要
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
と
結
び
つ

い
た
―�
場
の
ま
ち
づ
く
り
�、

住
民
の
立
場
に
立
っ
た
、
防
災

ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
く

の
か
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
と
の

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

防
災
関
連
で
の
報
告
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

「
木
造
住
宅
密
集
地
域
の
改

善
」
に
つ
い
て
、
一
級
建
築
士

・
江
國
智
洋
氏
か
ら
、「
木
密
地

域
不
燃
化
10
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
東
京
都
が
高
じ
る
支
援
策
で

住
民
の
建
替
え
を
促
進
す
る
た

め
の
支
援
策
18
項
目
）
の
な
か

で
、
全
戸
訪
問
で
住
民
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
、
教
科
化
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
派
遣
で
合
意
形
成
を

支
援
、
専
門
家
＝
弁
護
士
・
税

理
士
・
福
祉
に
詳
し
い
専
門
家

の
派
遣
で
権
利
関
係
を
調
整
し

ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
」な
ど
、

住
民
の
く
ら
し
を
第
一
に
考
え

な
が
ら
、
そ
れ
が
街
づ
く
り
に

繋
が
っ
て
い
く
取
り
組
み
が
必

要
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
防
災
」
に

つ
い
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士

・
千
代
崎
一
夫
氏
か
ら
、
「
自

然
現
象
で
の
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の

被
害
は
地
震
が
主
原
因
。
耐
震

性
が
強
く
て
も
人
が
住
む
た
め

に
は
、
水
・
電
気
・
ガ
ス
等
の

イ
ン
フ
ラ
が
必
要
」
「
耐
震
性

が
あ
れ
ば
�
安
全
�
は
高
く
な

る
が
、�
安
心
�
は
確
保
で
き
な

い
。
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く

り
、
使
用
し
て
み
る
こ
と
が
必

要
」と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

「
大
阪
北
部
地
震
に
学
ぶ
―

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
」
に
つ
い

て
、
防
災
問
題
を
考
え
る
首
都

圏
懇
談
会
・
末
延
渥
史
氏
か
ら
、

「
防
災
は
、
一
位
が
命
を
守
る

こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
家
屋
対

策
で
あ
り
、
倒
さ
な
い
こ
と
。

都
の
木
造
密
集
地
域
対
策
は
進

ま
な
い
。
自
己
責
任
論
に
な
っ

て
い
る
」
「
78
年
の
宮
城
沖
地

震
で
の
教
訓
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
塀

を
生
垣
に
す
る
助
成
制
度
な
ど

が
つ
く
ら
れ
た
」
「
ブ
ロ
ッ
ク

塀
は
住
宅
が
建
つ
と
あ
と
は
業

者
任
せ
と
い
う
こ
と
が
多
く
、

構
造
か
ら
し
っ
か
り
と
見
て
か

か
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
」

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
科
学
者
会
議
東
京
支
部

は
9
月
6
日
、
小
池
百
合
子
都

知
事
あ
て
に
「
豊
洲
新
市
場
予

定
地
の
土
壌
・
地
下
水
汚
染
の

徹
底
的
な
科
学
的
究
明
は
、
都

民
の
食
生
活
の
安
全
性
を
守
る

う
え
で
不
可
欠
で
、
不
安
を
残

し
た
ま
ま
で
の
豊
洲
市
場
へ
の

移
転
の
中
止
を
求
め
る
」
要
望

を
提
出
。
第
三
者
に
よ
る
安
全

性
の
検
証
や
情
報
公
開
な
ど
を

東
京
都
に
求
め
、
科
学
者
会
議

と
し
て
も
、
豊
洲
市
場
を
土
地

入
り
検
査
し
た
と
要
望
し
ま
し

た
。
応
対
し
た
野
田
数
都
知
事

特
別
秘
書
は
「
知
事
に
責
任
を

も
っ
て
伝
え
ま
す
」
と
答
え
ま

し
た
。

要
望
に
は
、工
学
博
士
・
石
渡

眞
理
子
東
京
支
部
代
表
幹
事
、

薬
学
博
士
・
池
上
幸
江
大
妻
女

子
大
学
名
誉
教
授
、
農
学
博
士

・
多
羅
尾
光
徳
東
京
農
工
大
学

准
教
授
が
参
加
し
ま
し
た
。

2018関東大震災メモリアルシンポジウム
＝2018．9．8・大塚

8
月
に
急
逝
し

た
翁
長
沖
縄
県
知

事
の
遺
志
と
も
い

え
る
「
提
言
」
が

あ
る
。
都
道
府
県

知
事
が
組
織
す
る

全
国
知
事
会
の

「
米
軍
基
地
負
担

に
関
す
る
提
言
」
だ
。
驚
い
た

こ
と
に
日
米
地
位
協
定
の
抜
本

的
見
直
し
や
基
地
の
整
理
・
縮

小
・
返
還
な
ど
が
全
会
一
致
で

決
議
さ
れ
て
い
る
▼
「
提
言
」

は
2
年
前
の
翁
長
知
事
に
よ
る

「
基
地
問
題
は
一
部
自
治
体
の

問
題
で
は
な
い
」
と
い
う
発
言

か
ら
始
ま
り
調
査
・
研
究
を
経

て
ま
と
め
ら
れ
た
。
翁
長
氏
は

「
沖
縄
に
は
魂
の
飢
餓
感
が
あ

る
」
「
沖
縄
が
日
本
に
甘
え
て

い
る
の
か
、
日
本
が
沖
縄
に
甘

え
て
い
る
の
か
」
と
言
葉
を
残

し
た
。
絞
り
出
す
そ
の
声
が
日

頃
か
ら
安
全
保
障
は
国
の
専
管

事
項
と
逃
げ
回
る
知
事
の
面
々

を
、
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的

見
直
し
へ
と
い
ざ
な
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
▼
「
提
言
」
の
意

義
を
貶
め
る
言
も
あ
る
が
謝
花

沖
縄
県
副
知
事
は
そ
れ
を
「
憲

政
史
上
初
」
と
日
本
の
政
治
史

に
位
置
づ
け
た
。
地
方
自
治
は

三
権
分
立
に
加
え
た
も
う
ひ
と

つ
の
民
主
主
義
で
、
そ
れ
ま
で

天
皇
が
任
命
し
て
い
た
都
道
府

県
知
事
を
公
選
に
し
た
。
そ
の

知
事
を
動
か
し
翁
長
氏
が
遺
し

た
「
提
言
」
は
重
い
も
の
な
の

だ
▼
翁
長
氏
は
辺
野
古
基
地
建

設
を
強
行
す
る
傲
慢
な
安
倍
政

権
の
政
治
の
堕
落
を
憂
え
、
命

を
賭
し
て
「
日
本
に
地
方
自
治

や
民
主
主
義
は
あ
る
の
か
」
と

国
民
に
問
う
て
い
た
。
30
日
投

開
票
の
政
治
戦
に
は
覚
悟
し
て

臨
み
た
い
。
（
駒
）

豊洲新市場「認可」豊洲新市場「認可」

食食のの安安全全・・安安心心、、築築地地をを守守れれ！！食食のの安安全全・・安安心心、、築築地地をを守守れれ！！

第
三
者
の
安
全
検
証
必
要

日
本
科
学
者
会
議
が
要
望

防
災
の
要
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

許されない！土壌汚染そのままの・業者の願い無視許されない！土壌汚染そのままの・業者の願い無視

東
京
改
造
と
防
災
ま
ち
づ
く
り

２
０
１
８
関
東
大
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
シ
ン
ポ

２
０
１
８
関
東
大
震
災
メ
モ
リ
ア
ル
シ
ン
ポ
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関
東
大
震
災

か
ら
95
年
と
な

る
9
月
1
日
、

震
災
時
に
流
言

に
よ
っ
て
、
軍

や
警
察
、
自
警

団
な
ど
に
よ
っ

て
虐
殺
さ
れ
た

朝
鮮
人
犠
牲
者

の
追
悼
式
典

（
主
催
・
同
実

行
委
員
会
）
が

東
京
・
墨
田
区

の
横
網
町
公
園

で
行
わ
れ
、
心
か
ら
追
悼
を
し

た
い
と
願
う
多
く
の
市
民
・
都

民
が
今
年
の
式
典
に
は
今
ま
で

で
最
多
の
約
7
0
0
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

小
池
東
京
都
知
事
は
、
今
年

も
「
関
東
大
震
災
朝
鮮
人
犠
牲

者
追
悼
式
典
」
に
追
悼
の
辞
を

寄
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

昨
年
の
式
典
以
降
、
私
た
ち

は
街
頭
で
の
抗
議
・
署
名
活
動

や
学
習
会
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
特
に
「
知
事
に
追
悼
の
辞

を
寄
せ
る
こ
と
を
求
め
る
」
署

名
活
動
は
、
5
月
末
か
ら
2
ヶ

月
の
短
期
間
で
個
人
が
9
0
0

0
筆
、
団
体
1
4
0
団
体
に
達

し
ま
し
た
。
東
京
を
は
じ
め
文

字
通
り
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
8
月
8
日
に
都
知
事
に

署
名
提
出
と
要
請
行
動
を
し
ま

し
た
が
、
知
事
は
昨
年
と
同
じ

理
由
で
追
悼
の
辞
送
付
を
拒
否

し
ま
し
た
。

1
9
7
3
年
に
関
東
大
震
災

50
周
年
に
私
た
ち
市
民
の
手
に

よ
っ
て
よ
っ
て
「
朝
鮮
人
犠
牲

者
追
悼
碑
」
が
建
立
さ
れ
て
以

降
、
歴
代
の
都
知
事
は
、
こ
の

式
典
に
追
悼
の
辞
を
寄
せ
「
多

く
の
在
日
朝
鮮
人
が
い
わ
れ
の

な
い
被
害
を
受
け
犠
牲
に
な
っ

た
と
い
う
事
件
は
我
が
国
の
歴

史
の
中
で
も
稀
に
見
る
痛
ま
し

い
で
き
ご
と
」
「
こ
の
よ
う
な

不
幸
な
出
来
事
を
二
度
と
繰
り

返
す
こ
と
な
く
誰
も
が
安
全
な

社
会
生
活
を
営
め
る
よ
う
、
世

を
越
え
て
語
り
継
い
で
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
て
き

ま
し
た
。
追
悼
の
辞
送
付
拒
否

は
、
首
都
東
京
都
の
首
長
と
し

て
の
責
務
を
放
棄
す
る
だ
け
で

な
く
、
事
実
上
「
朝
鮮
人
虐
殺

の
事
実
を
否
定
す
る
」
立
場
に

身
を
お
き
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

・
民
族
差
別
・
排
外
主
義
を
助

長
す
る
こ
と
に
手
を
貸
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。
【
赤
石
英
夫
・

関
東
大
震
災
朝
鮮
人
犠
牲
者
追

悼
式
典
事
務
局
】

◇

◇

◇

◇

革
新
都
政
を
つ
く
る
会
は
、

「
9
・
1
関
東
大
震
災
朝
鮮
人

犠
牲
者
追
悼
式
典
」
へ
の
小
池

知
事
の
「
追
悼
の
辞
」
拒
否
に

抗
議
す
る
事
務
局
長
談
話
（
以

下
・
要
旨
）を
発
表
し
ま
し
た
。

小
池
百
合
子
都
知
事
は
、
昨

年
に
続
き
、
歴
代
知
事
が
毎
年

寄
せ
て
き
た
追
悼
式
典
へ
の

「
追
悼
の
辞
」
を
送
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
行
為
は
民
族
差

別
を
背
景
と
し
た
虐
殺
の
歴
史

に
背
を
向
け
、
都
政
の
人
権
・

平
和
・
友
好
の
基
本
に
反
す
る

も
の
で
あ
り
、
厳
し
く
抗
議
す

る
。
小
池
知
事
の
態
度
は
、
首

都
東
京
の
平
和
と
民
主
主
義
、

ア
ジ
ア
諸
国
民
と
の
友
好
と
連

帯
、
都
民
の
平
和
に
責
任
を
負

う
べ
き
都
知
事
と
し
て
あ
る
ま

じ
き
も
の
で
あ
り
、
朝
鮮
半
島

の
人
々
と
の
友
好
の
発
展
を
求

め
る
都
民
の
願
い
を
裏
切
る
も

の
で
す
。
2
0
2
0
年
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
都

市
の
首
長
と
し
て
の
態
度
と
し

て
も
相
応
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

革
新
都
政
を
つ
く
る
会
は
、
小

池
知
事
が
誤
っ
た
歴
史
認
識
を

改
め
朝
鮮
人
犠
牲
者
の
追
悼
の

意
を
表
す
る
こ
と
を
改
め
て
つ

よ
く
求
め
る
も
の
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
化
に

あ
た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
障

害
が
あ
る
の
も
実
情
で
あ
る

が
、
こ
れ
だ
け
の
大
き
な
組
織

体
で
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
と
し
て

は
、
ど
の
よ
う
な
困
難
が
あ
ろ

う
と
も
、
ま
た
、
い
か
に
時
間

を
要
し
よ
う
と
も
一
歩
一
歩
前

進
し
、（
略
）
、
決
し
て
功
を
急

ぐ
こ
と
な
く
、
着
実
に
前
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

斎
藤
英
四
郎
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
初

代
会
長（
新
日
本
製
鐵
社
長
）

鈴
木
都
政
と
時
を
同
じ
く
し

て
発
足
し
た
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
産
業
協
議
会（
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
）

は
、
日
本
を
代
表
す
る
鋼
材
倶

楽
部
や
セ
メ
ン
ト
協
会
、
銀
行

協
会
連
合
会
な
ど
の
団
体
会

員
、
新
日
本
製
鐵
や
朝
日
セ
メ

ン
ト
、
鹿
島
建
設
、
清
水
建
設
、

三
菱
地
所
、
森
ビ
ル
な
ど
の
鉄

鋼
、
セ
メ
ン
ト
、
ゼ
ネ
コ
ン
・

開
発
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
な
ど
8
業

種
・
1
9
0
団
体
で
ス
タ
ー
ト

し
、
4
年
後
に
は
通
産
、
建
設
、

国
土
、
運
輸
の
4
省
共
管
の
社

団
法
人
と
な
る
な
ど
官
民
共
同

の
運
命
共
同
体
と
し
て
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

空
に
高
く

地
に
深
く

海
に
広
く

冒
頭
の
発
言
は
、
発
足
翌
年

の
第
2
回
総
会
で
斎
藤
英
四
郎

初
代
会
長
が
お
こ
な
っ
た
も
の

で
す
が
、
ま
た
、
同
氏
は
設
立

10
周
年
記
念
誌
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

10
年
の
あ
ゆ
み
」
で
、
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
10
年
が
「
国
土
の
有

効
利
用
と
社
会
資
本
の
充
実
を

図
る
各
種
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

�
空
に
高
く

地
に
深
く

海

に
広
く
�
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
共

に
歩
ん
だ
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
道

程
」と
評
価
す
る
と
共
に
、「
設

立
当
初
か
ら
の
所
期
事
業
の
う

ち
関
西
国
際
空
港
、
東
京
湾
横

断
道
路
が
事
業
化
し
た
」
こ
と

を
誇
ら
し
げ
に
語
っ
て
い
ま

す
。Ｊ

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
狙
い
に
つ
い

て
、
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
野
望
」

（
新
日
本
出
版
社
）
で
は
、
「
第

一
に
は
、
国
鉄
な
ど
の
公
営
企

業
体
を
は
じ
め
公
共
事
業
を
民

営
化
し
て
（
略
）『
民
間
活
力
』

の
活
用
と
い
う
名
目
で
分
割
支

配
し
て
利
益
を
あ
げ
よ
う
と
す

る
公
的
事
業
乗
っ
と
り
。
第
二

に
は
、
需
要
の
な
い
と
こ
ろ
に

需
要
を
つ
く
り
だ
す
た
め
に

は
、
民
間
の
資
金
を
導
入
す
る

と
共
に
、規
制
緩
和
を
す
す
め
、

あ
ら
た
に
民
間
に
権
限
を
付
与

し
て
、
東
京
湾
横
断
道
路
、
明

石
海
峡
大
橋
、
首
都
圏
中
央
連

絡
道
路
な
ど
大
型
開
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
建
設
や
都
市
再
開
発

な
ど
を
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
と
位
置
づ
け
、
4

全
総
や
政
府
予
算
に
反
映
さ
せ

て
『
国
家
計
画
』
の
よ
そ
お
い

を
こ
ら
し
て
計
画
を
遂
行
」
す

る
も
の
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
東
京
改
造

ま
た
、
鈴
木
都
政
の
も
と
で

「
東
京
都
財
政
再
建
委
員
会
」

の
座
長
を
務
め
た
稲
葉
修
三
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
顧
問
は
、
「
新
宿
に

霞
ヶ
関
ビ
ル
よ
り
も
大
き
な
新

し
い
（
都
）
庁
舎
を
つ
く
る
」

「
同
時
に
渋
谷
と
か
池
袋
の
近

代
化
を
や
っ
て
い
か
ざ
る
を
得

な
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
後
の
こ
の
発
言
通
り
に
新

宿
に
豪
華
都
庁
舎
が
建
設
さ

れ
、
池
袋
と
渋
谷
で
は
、
民
間

再
開
発
と
連
動
し
た
超
高
層
区

庁
舎
な
ど
に
よ
る
駅
前
の
大
規

模
な
再
開
発
が
す
す
め
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。

築
地
市
場
の
移
転
の
野
望

稲
葉
顧
問
は
、「
築
地
の
魚
市

場
、
神
田
の
野
菜
市
場
、
肉
の

市
場
を
埋
め
立
て
た
島
に
持
っ

て
い
き
、
大
々
的
に
河
岸
を
造

る
」こ
と
も
要
求
し
ま
し
た
が
、

築
地
市
場
の
廃
止
、
跡
地
の
再

開
発
は
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
創
立
以
来

の
野
望
で
あ
っ
た
の
で
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
は
「
東

京
改
造
」
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て

前
述
の
事
業
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
「
都
市
開
発
委
員
会
」

を
設
置
し
て
、
鉄
道
駅
の
上
部

空
間
を
開
発
す
る
「
軌
道
空
間

都
市
」、ビ
ル
の
未
利
用
容
積
を

譲
渡
・
活
用
す
る「
空
中
権
」、

「
駅
を
中
心
と
す
る
再
開
発
」、

震
災
に
便
乗
し
た
「
震
災
と
東

京
再
開
発
」
な
ど
の
あ
ら
た
な

手
法
の
開
発
を
提
唱
し
、
「
時

間
」
を
か
け
て
「
一
歩
一
歩
」

実
現
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

1
9
8
3
年
に
発
表
し
た

「
東
京
再
開
発
計
画
の
一
考
察
」

に
も
と
づ
く
「
震
災
と
東
京
再

開
発
」
は
、
東
京
都
心
部
で
の

震
災
発
生
を
「
震
災
を
契
機
と

し
た
首
都
改
造
計
画
」
推
進
の

好
機
と
し
て
位
置
づ
け
、
山
手

線
と
環
状
7
号
線
の
間
に
被
害

が
集
中
し
、
50
万
戸
が
焼
け
て

し
ま
う
と
し
て
、
都
内
を
3
つ

の
区
画
に
わ
け
て
再
開
発
を
実

施
す
る
こ
と
な
ど
提
案
し
て
い

る
も
の
で
、
「
ひ
と
た
び
震
災

が
発
生
し
た
時
、
一
挙
に
こ
の

計
画
を
進
め
、完
成
さ
せ
た
い
」

と
震
災
に
よ
る
好
機
到
来
を
期

待
し
て
い
る
こ
と
を
あ
か
ら
さ

ま
に
表
明
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
し
て
鈴
木
都
政
は
こ
の
主
張

を
容
認
、
木
造
密
集
住
宅
地
域

の
対
策
を
タ
ナ
上
げ
し
て
し
ま

っ
た
の
で
す
。

鈴
木
都
政
以
後
の
歴
代
都
政

の
も
と
で
も
外
か
く
環
状
道

路
、
汐
留
再
開
発
、
臨
海
副
都

心
開
発
な
ど
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
の
計

画
通
り
に
実
現
し
て
い
ま
す
。

鈴
木
都
政
は
ま
さ
に
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
と
二
人
三
脚
で
都
民
不
在

の
東
京
の
改
造
を
推
進
し
た
の

で
す
。

卯
月
は
じ
め

9
月
2
日
、
大
井
町
駅
前
で

の
「
み
ん
な
の
品
川
を
つ
く
る

会
」
（
共
産
・
立
憲
民
主
・
都

民
フ
ァ
ー
ス
ト
・
自
由
党
・
社

民
党
と
市
民
共
同
）
主
催
の
さ

と
う
裕
彦
区
長
予
定
候
補
と
市

民
の
集
い
に
3
0
0
人
集
ま
り

ま
し
た
。

当
日
は
、
市
民
の
共
同
代
表

3
人
と
各
政
党
か
ら
の
挨
拶
の

後
、
さ
と
う
氏
の
決
意
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
「
羽
田
超
低
空

飛
行
は
、
絶
対
反
対
。
区
長
に

な
っ
た
ら
、
す
ぐ
国
土
交
通
大

臣
に
会
っ
て
区
民
の
声
を
届
け

る
」
と
力
強
く
表
明
。
参
加
者

か
ら
拍
手
が
湧
き
ま
し
た
。「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ー
バ
ス
の
運
行
は
必

ず
行
う
」「
区
立
病
院
の
建
設
」

な
ど
公
約
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。「

み
ん
な
の
品
川
を
つ
く
る

会
」
は
、
8
月
23
日
に
結
成
総

会
を
行
い
同
時
に
、
さ
と
う
裕

彦
氏
と
政
策
協
定
を
結
び
ま
し

た
。
共
産
党
も
同
文
で
さ
と
う

氏
と
協
定
を
結
び
、
推
薦
を
表

明
し
ま
し
た
。

区
長
候
補
選
び
に
お
い
て
は

羽
田
低
空
飛
行
ル
ー
ト
の
撤

回
、
都
市
計
画
道
路
の
撤
回
を

求
め
て
の
運
動
、
保
育
、
労
働
、

業
者
の
取
り
組
み
が
大
き
な
力

と
な
っ
て
い
ま

す
。区

民
か
ら
は

「
保
守
と
リ
ベ

ラ
ル
の
共
同
で

区
政
の
変
革

を
」
「
区
政
を

区
民
の
手
に
戻

す
歴
史
的
瞬
間

の
始
ま
り
」
と

期
待
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま

す
。9

月
23
日
告

示
、
30
日
投
票

の
区
長
選
に
は
勝
利
を
し
た
い

と
決
意
し
て
い
ま
す
。
【
み
ん

な
の
品
川
を
つ
く
る
会
・
櫻
井

恵
子
】

革
新
都
政
が
1
9
6
7
年
か

ら
4
期
12
年
で
1
9
7
9
年
に

終
了
し
、
そ
の
後
38
年
が
た
ち

既
に
50
年
が
過
ぎ
た
。
1
9
7

9
年
に
弁
護
士
に
な
っ
た
私
も

含
め
て
、
革
新
都
政
の
す
ば
ら

し
さ
、
先
駆
性
を
実
感
で
き
な

い
世
代
が
圧
倒
的
な
た
め
、
是

非
多
く
の
方
に
こ
の
本
を
読
ん

で
欲
し
い
。

弁
護
士
の
私
か
ら
は
、
「
憲

法
を
く
ら
し
に
活
か
す
」
側
面

か
ら
紹
介
す
る
。
「
ポ
ス
ト
の

数
ほ
ど
保
育
所
を
」
（
64
頁
）

は
、
女
性
の
働
く
権
利
（
憲
法

27
条
）
を
保
障
す
る
た
め
に
、

ゼ
ロ
才
児
保
育
の
実
現
、
無
認

可
保
育
所
へ
の
助
成
な
ど
画
期

的
な
政
策
と
な
っ
た
。
ま
た
、

高
齢
者
・
障
害
者
の
生
存
権（
憲

法
25
条
）
を
保
障
す
る
た
め
に

福
祉
医
療
の
総
合
施
設
の
建
設

（
74
頁
）、
医
療
費
無
料
化（
75

・
78
頁
）
を
先
駆
け
て
実
施
し

た
。
教
育
の
受
け
る
権
利
（
憲

法
29
条
）
の
視
点
か
ら
、
都
立

高
校
の
増
設
・
私
学
助
成
の
実

現
・
父
母
負
担
軽
減
（
83
頁
）

も
成
し
遂
げ
た
。

特
筆
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の

課
題
・
政
策
は
知
事
と
都
民
・

市
民
団
体
と
の
対
話
・
協
議
を

通
じ
た
都
民
参
加
と
、
国
の
悪

政
と
対
決
し
た
地
方
自
治
の
実

現
を
通
じ
て
勝
ち
取
っ
た
こ
と

で
あ
る
。

関
東
大
震
災
朝
鮮
人
虐
殺
追
悼
式
典

都
知
事
追
悼
文
取
止
め

厳
し
い
批
判
と
抗
議

虐殺された朝鮮人犠牲者の追悼式展での
追悼の舞＝2018．9．1・墨田区

品川区長選

区
初
の
市
民
と
野
党
の
共
闘
で

区長選のスタート集会＝2018．9．2・品川区

区
民
こ
そ
主
人
公
の
区
へ

JAPICとの野合
鈴木都政１６年⑥

（自由法曹団東
京支部支部長）

考
証

革
新
都
政

小部正治

�
東
京
に
憲
法
と
自
治
が

輝
い
た
と
き
�
を
読
ん
で

８


